
令和４年度 第３回岩手県広域防災拠点アドバイザー会議 

次第 

日時：令和５年２月６日（月）10：00～12：00  

場所：岩手県庁４階 ４－１特別会議室    

 

１ 開会 

 

２ 協議事項 

(1) 活用可能施設調査実施計画（最終案） 

(2) 令和５年度の進め方 

 

３ その他 

 

４ 閉会 
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次第、出席者名簿、座席表 

資料№１ 総括説明資料 

参考資料№１ 広域防災拠点調査対象施設検討表 

参考資料№２ 地図（広域防災拠点の配置イメージ） 

参考資料№３ 広域防災拠点に求められる機能等一覧 

参考資料№４ 岩手県広域防災拠点施設の利用に関する協定（施設別） 

参考資料№５ 岩手県 広域防災拠点活用可能施設調査 カルテ（様式） 

参考資料№６ 岩手県広域防災拠点活用可能施設調査業務委託仕様書（案） 
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資料№１ 

第３回岩手県広域防災拠点アドバイザー会議 総括説明資料 
 

１ 活用可能施設調査実施計画（最終案）                                             

(１) 調査対象施設について（参考資料１、２と併せて説明） 

・ 第２回アドバイザー会議結果を踏まえ、全県的に広域防災拠点を配置することを目指

すこととし、新たな候補施設調査については、現在広域防災拠点を配置していない沿岸

部、県南部に絞って実施することとする。 

・ 沿岸部、県南部に新たに広域防災拠点を配置するに当たっては、後方支援拠点に位置

付ける。 

また、広域防災拠点がある程度固まってあるエリアを久慈エリア、宮古エリア、県南

エリアと区分する。 

なお、エリア設定の考え方については、別途修正する。 

※ 現計画においては、すべての広域防災拠点がいずれかのエリアに必ず含まれるこ

とととなっているが、今回、全県をカバーする形で配置を検討しているため、エリ

アに含まれない広域防災拠点も配置することとする。 
 

(２) 調査の進め方について 
 

ア 想定する機能 

・ 現在、広域防災拠点に求めている機能は参考資料３のとおり。 

なお、各施設に対して付与する個別具体の機能は、協定（参考資料４）により定め

ているところ。 

・ 追加を検討する施設について、付与を想定する機能は参考資料１に記載しており、

調査を通じて精査する。 

・ 現計画において指定されている施設については、現在保有している機能を継続して

保有できるか、という視点で調査を進める。 

なお、機能が継続できない場合は、別な機能の設定、広域防災拠点としての指定解

除を検討するもの。 

・ 各施設に付与する具体の機能については個別に協定により定めていることから、追

加施設については締結を、現計画において指定されている施設については必要に応じ

て見直しを協議する。 

 

イ 仕様 

・ 第２回アドバイザー会議結果を踏まえ、施設カルテ様式を一部見直し。 

⇒ 参考資料３に、各機能に応じた要件（必要な設備等）をまとめたところであり、

これを確認することができるよう、カルテ様式を精査。 

・ 調査方法の見直し、カルテ様式の見直しを踏まえ、仕様を一部見直し。 

 

ウ 調査方法 

予算調整結果も踏まえ、調査方法（実施主体）を一部見直し。 

・ 現計画における指定施設については、県直営で調査を実施。 

・ 新たな候補施設については、コンサルタントへの委託により調査を実施。 



 

２ 令和５年度の見直しに係る進め方                                        

活用可能施設調査と並行し、岩手県広域防災拠点配置計画、岩手県広域防災拠点運用マニュア

ル及び岩手県災害備蓄指針の変更（修正）案の検討を進める。 

なお、連動して、岩手県地域防災計画等についても整合性を確認することとしている。 

現状、それぞれについて課題と考えている主な事項及び対応方針は以下のとおり。 

 

(１) 岩手県広域防災拠点配置計画、岩手県広域防災拠点運用マニュアル 

 

風水害の追加 

青森県、宮城県及び奈良県における類似の事例を参考に、記述内容を検討。 

 

その他所要の整理 

物資保管拠点について、明確に広域防災拠点の１つとして位置づけ、規定することを検討。 

 

(２) 岩手県災害備蓄指針 

 

物資の数量 

東日本大震災津波以降、国によるプッシュ型支援、県・市町村における物資に係る協定

の充実も見られることから、こうした情勢変化を踏まえ、県で保有すべき物資数量を再検

討する（別紙補足資料参照）。 

  



【別紙】物資の数量に係る補足資料 

 

１ 現状 

(1) 類型Ⅰ物資 

物資の性質：避難生活に最低限必要な物資（食料、飲料水、毛布、トイレ）） 

物資の数量算定方法： 

東日本大震災津波時の最大避難者数（55,000 人）をベースとして、市町村における備

蓄数量（人数換算）、県民の備蓄想定数量（人数換算）を差し引いた人数分を、３日分を

基本として備蓄 

(2) 類型Ⅱ物資（うち、感染症対策物資） 

物資の性質： 

避難所における感染症対策等、災害発生時に生じる多様な課題に対応するために不可

欠な物資のうち、感染症対策物資（段ボールベッド、間仕切り等） 

物資の数量算定方法（感染症対策物資のみ）： 

台風第 19号災害時の最大避難者数・世帯（10,000人・4,000世帯）をベースとして、

必要な総量を、国・県・市町村及び流通物資（民間）の４つの主体で按分して確保でき

るという想定で算定（例えば、段ボールベッドは１人１台とし、10,000×1/4＝2,500台

と算定） 

特記事項： 

緊急的に算定した数量であり、今後精査する旨を指針に規定しているもの 

(3) 類型Ⅱ物資（感染症対策物資以外） 

ブルーシート、オストミー対応トイレ、液体ミルク及び哺乳瓶など、各年度末予算の執行

残等を活用して購入した数量を維持している物資もあり 

 

２ 課題 

・ 市町村の備蓄が相当進んでいること 

・ 県民の備蓄想定数量を差し引く妥当性 

⇒ 算定方法が県民アンケート結果を踏まえた理論値であり、実態が不明確 

・ 物資の数量について、国による目安の設定が進んでいること（毛布、トイレ） 

・ 保管場所の不足、保管状態の悪さ（段ボール汚損等） 

 

３ 見直しの方向性（案） 

・ 東日本大震災津波時の最大避難者数（55,000人）をベースとして、市町村における備蓄数

量（人数換算）を差し引いた人数分を算出したうえで、3/4を乗じて得た数（うち 1/4は流

通物資（民間）から確保できると想定）を３日分備蓄する、という考え方で統一 

・ オストミー対応トイレ、液体ミルク及び哺乳瓶など、対象者が限られる物資については、

人口に占める対象者割合等の一定の係数を乗じて算定 

・ 保管場所、保管方法についての課題もあることから、算定した数量を県において調達、備

蓄するだけでなく、管理委託等により民間企業等に保管いただくという形態を検討。 

また、県が直接備蓄する場合には、これまでの実績を踏まえ、パレットを敷くなど配意し、

無理な保管とならないよう、スペースに応じて備蓄数量を調整する。 



2024/3/29 参考資料１

区分 № 市町村 施設名
前回調査

※現計画策定時

現計画におけ

る拠点指定

現計画において指定しなかった理由

（主なもの）
（再）調査 （再）調査（する・しない）理由

保有する機能

（協定ベース）
想定する機能 調査方法 備考

1 盛岡市 アイスアリーナ 〇 〇 〇 現況確認 イ イ 県直営

2 盛岡市 岩手大学 〇 〇 〇 現況確認 ク ク 県直営

3 花巻市 日居城野運動公園 〇 〇 〇 現況確認 イ、キ イ、キ 県直営

4 花巻市 花巻空港 〇 〇 〇 現況確認 イ、ウ、エ、オ、キ イ、ウ、エ、オ、キ 県直営 協定なし

5 花巻市 花巻空港（交流会館） 〇 〇 〇 現況確認 イ、キ イ、キ 県直営

6 北上市 北上総合運動公園 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、カ、キ、ク ア、イ、オ、カ、キ、ク 県直営 中核施設

7 遠野市 遠野運動公園 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、カ、キ、ク ア、イ、カ、キ、ク 県直営

8 遠野市 遠野市総合防災センター 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、カ、キ ア、イ、カ、キ 県直営

9 遠野市 道の駅　遠野風の丘 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、カ、キ ア、イ、カ、キ 県直営

遠野市 遠野市稲荷下屋内運動場 ― ― 〇 現況確認 カ カ 県直営 拠点への位置づけなし

10 二戸市 堀野近隣公園 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、カ、キ ア、イ、オ、カ、キ 県直営

11 二戸市 二戸市地区空中消火等補給基地 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、カ、キ ア、イ、オ、カ、キ 県直営

12 二戸市 二戸市民文化会館 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、カ、キ ア、イ、オ、カ、キ 県直営

13 二戸市 二戸広域観光物産センター 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、カ、キ、ク ア、イ、オ、カ、キ、ク 県直営 中核施設

14 二戸市 二戸市労働環境施設運動広場（大平球場） 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、カ、キ ア、イ、オ、カ、キ 県直営

二戸市 二戸市防災倉庫 ― ― 〇 現況確認 オ オ 県直営 拠点への位置づけなし

15 雫石町 雫石総合運動公園 〇 〇 〇 現況確認 キ キ 県直営

16 葛巻町 ふれあい宿舎グリーンテージ 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、キ ア、イ、オ、キ 県直営

17 葛巻町 くずまき交流館プラトー 〇 〇 〇 現況確認 カ カ 県直営

18 葛巻町 葛巻町総合運動公園　野球場 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、キ、ク ア、イ、オ、キ、ク 県直営 中核施設

19 葛巻町 葛巻町立　葛巻小学校 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、キ ア、イ、オ、キ 県直営

20 葛巻町 くずまき高原 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、オ、キ ア、イ、オ、キ 県直営

葛巻町 葛巻町社会体育館 ― ― 〇 現況確認 オ オ 県直営 拠点への位置づけなし

21 滝沢市 滝沢総合公園（体育館） 〇 〇 〇 現況確認 イ、キ イ、キ 県直営

22 滝沢市 岩手県立大学 〇 〇 〇 現況確認 ク ク 県直営

23 滝沢市 アピオ 〇 〇 〇 現況確認 イ、オ、カ、キ イ、オ、カ、キ 県直営 協定なし（県営施設）

24 滝沢市 岩手県職員総合グラウンド 〇 〇 〇 現況確認 イ、キ イ、キ 県直営 協定なし（県営施設）

25 金ヶ崎町 森山総合公園野球場 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、キ ア、イ、キ 県直営

26 金ヶ崎町 トヨタ自動車東日本 〇 〇 〇 現況確認 イ イ 県直営

27 一戸町 一戸町総合運動公園 〇 〇 〇 現況確認 ア、イ、キ ア、イ、キ 県直営

28 矢巾町 消防学校 〇 〇 〇 現況確認 イ、ウ、エ、オ、カ、キ イ、ウ、エ、オ、カ、キ 県直営 協定なし（県営施設）

29 矢巾町 岩手医科大学 〇 〇 〇 現況確認 イ、オ イ、オ 県直営

30 盛岡市 県営運動公園 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

31 住田町 住田町運動公園 〇 × 電源設備・通信機器がない × 施設追加想定区域外

32 二戸市 金田一コミュニティセンター 〇 × 避難所指定 × 施設追加想定区域外

33 二戸市 稲庭交流センター天台の湯 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

34 八幡平市 八幡平市西根地区市民センター 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

35 八幡平市 西根地区体育館 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

36 八幡平市 総合運動公園（体育館） 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

37 八幡平市 鬼清水グランド 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

38 八幡平市 道の駅にしね 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

39 八幡平市 岩手山ＳＡ（上） 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

40 八幡平市 岩手山ＳＡ（下） 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

41 二戸市 二戸市総合スポーツセンター 〇 × 避難所指定 × 施設追加想定区域外

42 二戸市 二戸市立金田一コミュニティセンター（アツマランカ） 〇 × 避難所指定 × 施設追加想定区域外

43 葛巻町 葛巻町社会体育館 〇 × 避難所指定 × 施設追加想定区域外 一部を備蓄倉庫として活用中

44 岩手町 岩手町スポーツ文化センター 〇 × 避難所指定 × 施設追加想定区域外

45 岩手町 石神の丘 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

46 紫波町 道の駅紫波 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

47 紫波町 紫波ＳＡ（上） 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

48 紫波町 紫波ＳＡ（下） 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

49 奥州市 奥州市総合体育館 〇 × 避難所指定 × 施設追加想定区域外

50 奥州市 水沢体育館 〇 × 避難所指定 × 施設追加想定区域外

51 奥州市 前沢ＳＡ（上） 〇 × 電源設備がない × 施設追加想定区域外

52 奥州市 前沢ＳＡ（下） 〇 × 電源設備がない × 施設追加想定区域外

広域防災拠点　調査対象施設検討一覧表

前

回

調

査

対

象

施

設

ア：部隊前進基地機能　イ：部隊活動支援機能　ウ：災害医療活動支援機能　エ：広域医療搬送機能　オ：物資備蓄機能　カ：物資受入分配機能　キ：ヘリ運用機能　ク：情報収集等機能



2024/3/29 参考資料１

区分 № 市町村 施設名
前回調査

※現計画策定時

現計画におけ

る拠点指定

現計画において指定しなかった理由

（主なもの）
（再）調査 （再）調査（する・しない）理由

保有する機能

（協定ベース）
想定する機能 調査方法 備考

広域防災拠点　調査対象施設検討一覧表

ア：部隊前進基地機能　イ：部隊活動支援機能　ウ：災害医療活動支援機能　エ：広域医療搬送機能　オ：物資備蓄機能　カ：物資受入分配機能　キ：ヘリ運用機能　ク：情報収集等機能

53 西和賀町 錦秋湖ＳＡ（上） 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

54 西和賀町 錦秋湖ＳＡ（下） 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

55 宮古市 道の駅区界高原 〇 × 電源設備・ヘリポートがない × 施設追加想定区域外

56 宮古市 道の駅やまびこ館 〇 ×
機能は満たすが不特定多数の利用がある施設（道

の駅）のみのエリアであるため
× 施設追加想定区域外

57 軽米町 軽米町営野球場（ハートフル球場） 〇 × 電源設備がない × 施設追加想定区域外

58 雫石町 道の駅雫石あねっこ 〇 × 災害危険性あり × 施設追加想定区域外

59 洋野町 道の駅おおの 〇 × エリアとして電源設備・ヘリポートがないこと 〇
久慈市総合防災公園へのヘリ運用機能付与を想定

していること
ア、イ、カ 委託

60 久慈市 久慈総合運動公園サンスポーツランド 〇 × 非常用電源がないこと等 × 状況に変化がないこと

61 久慈市 久慈市総合防災公園 〇 × 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、キ 委託 前回は整備中であった施設

62 久慈市 道の駅くじ 〇 × 災害危険性あり（河川） 〇 災害種別により活用可能（アドバイザー意見） イ 委託

63 普代村 普代村北緯４０度総合運動公園（ B＆G財団普代海洋センター ） 〇 × 非常用電源がないこと等 × 状況に変化がないこと

64 田野畑村 アズビィホール 〇 × 避難所指定 × 状況に変化がないこと

65 岩泉町 道の駅　いわいずみ 〇 × 非常用電源がないこと等 〇 改修があったこと ア、イ、キ 委託

66 岩泉町 ふれあいらんど岩泉 〇 × 非常用電源がないこと等 〇 改修があったこと ア、イ、キ 委託

67 岩泉町 岩泉町B＆G海洋センター 〇 × 避難所指定 × 状況に変化がないこと

68 宮古市 グリーンピア三陸みやこ 〇 × エリアとしてヘリポートがないこと 〇 求める機能に対し、ヘリポートは不要 イ 委託

69 宮古市 道の駅たろう 〇 × エリアとしてヘリポートがないこと 〇 求める機能に対し、ヘリポートは不要 ア、イ 委託

70 宮古市 道の駅みやこ 〇 × 災害危険性あり（津波） 〇 災害種別により活用可能（アドバイザー意見） ア、イ 委託

71 釜石市 釜石市球技場 〇 × 電源設備・ヘリポートなし × 状況に変化がないこと

72 一関市 東山総合体育館 〇 × 交通アクセスが良くないこと等 × 状況に変化がないこと

73 一関市 室根体育館 〇 × 交通アクセスが良くないこと等 × 状況に変化がないこと

74 一関市 旧千厩高等学校 〇 × 交通アクセスが良くないこと等 × 状況に変化がないこと

75 一関市 一関運動公園 〇 × 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、キ 委託

76 一関市 道の駅厳美渓 〇 × 交通アクセスが良くないこと等 × 状況に変化がないこと

77 洋野町 オーシャンビュースタジアム × ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、キ 委託

78 久慈市 久慈広域道の駅 ― ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、カ 委託

79 普代村 道の駅青の国ふだい ― ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、カ 委託

80 田野畑村 道の駅たのはた ― ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、オ 委託

避難所指定だが、物資保管をすで

にしているため調査対象とする

81 宮古市 へいがわ老木公園 ― ― 〇 県選定 ア、イ、キ 委託

山田町 岩手県立山田高等学校グラウンド × ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
避難所指定

山田町 山田町中央公民館大ホール × ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
避難所指定

山田町 災害備蓄倉庫 × ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
別途検討

82 山田町 総合運動公園野球場 × ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、キ 委託

83 釜石市 道の駅釜石仙人峠 ― ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、カ 委託

84 大槌町 大槌町中央公民館 ― ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、カ 委託

大槌町 大槌町立大槌学園 ― ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
避難所指定
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区分 № 市町村 施設名
前回調査

※現計画策定時

現計画におけ

る拠点指定

現計画において指定しなかった理由

（主なもの）
（再）調査 （再）調査（する・しない）理由

保有する機能

（協定ベース）
想定する機能 調査方法 備考

広域防災拠点　調査対象施設検討一覧表

ア：部隊前進基地機能　イ：部隊活動支援機能　ウ：災害医療活動支援機能　エ：広域医療搬送機能　オ：物資備蓄機能　カ：物資受入分配機能　キ：ヘリ運用機能　ク：情報収集等機能

大槌町 岩手県立大槌高等学校 ― ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
避難所指定

大槌町 旧金沢小学校体育館 ― ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
避難所指定

85 陸前高田市 道の駅高田松原 ― ― 〇 県選定 ア、イ、カ 委託

86 陸前高田市 夢アリーナたかた ― ― 〇 県選定 ア、イ、カ、キ 委託

87 平泉町 道の駅平泉 ― ― 〇
拠点になりうる施設として道路環境課から情報提

供があったもの（R３調査結果による）
ア、イ、カ 委託

88 一関市 花泉運動公園 ― ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、キ 委託

一関市 一関市総合体育館 ― ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
避難所指定

一関市 一関水泳プール ― ― ×
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
避難所指定

89 一関市 川崎防災センター ― ― 〇
拠点になりうる施設として市町村から情報提供が

あったもの（R３調査結果による）
ア、イ、カ 委託

90 一関市 道の駅かわさき ― ― 〇 県選定 ア、イ、カ 委託

91 一関市 道の駅むろね ― ― 〇
拠点になりうる施設として道路環境課から情報提

供があったもの（R３調査結果による）
ア、イ、カ 委託

92 盛岡市 （仮称）盛岡南公園野球場 ― ― × 施設追加想定区域外

93 盛岡市 （仮称）盛岡南公園野球場　屋内練習場 ― ― × 施設追加想定区域外

94 滝沢市 ビッグルーフ滝沢 ― ― × 施設追加想定区域外

95 葛巻町 国民健康保険葛巻病院 × 施設追加想定区域外

96 葛巻町 産直ハウス葛巻高原 × 施設追加想定区域外

97 花巻市 道の駅はなまき西南 ― ― × 施設追加想定区域外

98 一関市 国道343号渋民バイパス「道の駅」（仮称） ― ― × 2024年度完成予定施設であること
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【広域防災拠点の配置イメージ】 

ア：部隊前進基地機能 イ：部隊活動支援機能 ウ：災害医療活動支援機能 エ：広域医療搬送機能 

オ：物資備蓄機能 カ：物資受入分配機能 キ：ヘリ運用機能 ク：情報収集等機能 

一戸町

二戸市
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雫石町

矢巾町

盛岡市

金ケ崎町

遠野市

奥州市

北上市

花巻市

 

 

広広域域支支援援拠拠点点  

（（盛盛岡岡・・花花巻巻））  

後後方方支支援援拠拠点点  

（（北北上上））  

後後方方支支援援拠拠点点  

（（遠遠野野））  

後後方方支支援援拠拠点点  

（（葛葛巻巻））  

後後方方支支援援拠拠点点  

（（二二戸戸））  
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８ ９ 
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１ 
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15 

21 

22 23 

24 

28 

29 

４ 

25 

26 

拠拠点点施施設設（（二二戸戸エエリリアア））ウウ・・エエ以以外外あありり  

1100  堀堀野野近近隣隣公公園園  

1144  二二戸戸市市労労働働環環境境施施設設運運動動広広場場  

（（大大平平球球場場））  

1111  二二戸戸地地区区空空中中消消火火等等補補給給基基地地  

1122  二二戸戸市市民民文文化化会会館館  

1133  二二戸戸広広域域観観光光物物産産セセンンタターー  

（（イイベベンントトホホーールル・・メメッッセセホホーールル部部分分））【【中中核核施施設設】】  

2277  一一戸戸町町総総合合運運動動公公園園  

※※  二二戸戸市市防防災災倉倉庫庫  

拠拠点点施施設設（（葛葛巻巻エエリリアア））ウウ・・エエ以以外外あありり  

1166  ふふれれああいい宿宿舎舎ググリリーーンンテテーージジ  

1177  くくずずままきき交交流流館館ププララトトーー  

1188  葛葛巻巻町町総総合合運運動動公公園園野野球球場場【【中中核核施施設設】】  

1199  葛葛巻巻町町立立葛葛巻巻小小学学校校  

2200  くくずずままきき高高原原（（道道のの駅駅））  

※※  葛葛巻巻町町社社会会体体育育館館  

拠拠点点施施設設（（遠遠野野エエリリアア））ウウ・・エエ以以外外あありり  

７７  遠遠野野運運動動公公園園【【中中核核施施設設】】  

８８  遠遠野野市市総総合合防防災災セセンンタターー  

９９  遠遠野野風風のの丘丘（（道道のの駅駅））  

※※  遠遠野野市市稲稲荷荷下下屋屋内内運運動動場場  

拠拠点点施施設設（（盛盛岡岡・・花花巻巻エエリリアア））アア以以外外あありり  

１１  盛盛岡岡市市アアイイススアアリリーーナナ  

２２  国国立立大大学学法法人人岩岩手手大大学学  

2211  滝滝沢沢総総合合公公園園（（体体育育館館））  

2222  公公立立大大学学法法人人岩岩手手県県立立大大学学  

2233  岩岩手手産産業業文文化化セセンンタターー（（アアピピオオ））  

2244  岩岩手手県県職職員員総総合合ググララウウンンドド  

1155  雫雫石石総総合合運運動動公公園園  

2288  岩岩手手県県消消防防学学校校  

2299  岩岩手手医医科科大大学学災災害害時時地地域域医医療療  

支支援援教教育育セセンンタターー  

３３  日日居居城城野野運運動動公公園園  

４４  花花巻巻空空港港  

５５  花花巻巻市市交交流流会会館館  

拠拠点点施施設設（（北北上上エエリリアア））ウウ・・エエ以以外外あありり  

６６  北北上上総総合合運運動動公公園園【【中中核核施施設設】】  

2255  森森山山総総合合公公園園  

2266  トトヨヨタタ自自動動車車東東日日本本  

久慈港 

宮古港 

釜石港 

大船渡港 

３ 

５ 

59 

拠拠点点施施設設（（久久慈慈エエリリアア））ウウ・・エエ以以外外予予定定  

7777  オオーーシシャャンンビビュューーススタタジジアアムム  

5599  道道のの駅駅おおおおのの  

7788  久久慈慈広広域域道道のの駅駅  

6611  久久慈慈市市総総合合防防災災公公園園  

6622  道道のの駅駅くくじじ  

61 

62 

77 

78 

79 

80 

65，66 

68 

69 

70 
81 

82 

拠拠点点施施設設（（宮宮古古エエリリアア））  

ウウ・・エエ以以外外予予定定  

6655  道道のの駅駅いいわわいいずずみみ  

6666  ふふれれああいいラランンドド岩岩泉泉  

6688  ググリリーーンンピピアア三三陸陸みみややここ  

6699  道道のの駅駅たたろろうう  

7700  道道のの駅駅みみややここ  

8811  へへいいががわわ老老木木公公園園  

8822  山山田田町町民民総総合合運運動動公公園園野野球球場場  

83 

84 

85、86 

87 

88 

89、90 

91 

拠拠点点施施設設（（県県南南エエリリアア））ウウ・・エエ以以外外予予定定  

8877  道道のの駅駅平平泉泉  

8888  花花泉泉運運動動公公園園  

8899  川川崎崎防防災災セセンンタターー  

9900  道道のの駅駅かかわわささきき  
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広域防災拠点に求められる機能等一覧（現計画４ページの表をベースに作成したもの） 

備えるべき機能 主な機能の内容 
広域支援拠点 

（タイプＡ） 

後方支援拠点 

（タイプＢ） 
要件（必要と考えられる設備等） 

人 

ア 部隊前進基地機能 

（支援部隊のベースキャンプ・現地活

動調整機能（前進基地機能）） 

〇 支援部隊（警察、消防、自衛隊、インフラ（電力、通信、水道）・公共土木

施設等の復旧活動部隊等）の集結・宿泊機能 

〇 支援部隊の関係機関間における調整・情報共有機能 

〇 県災害対策本部との連絡、調整機能 

〇 国内外のＮＰＯ・ボランティア等への情報提供機能 

 

－ 〇 

駐車場、宿営可能スペース、上下水機

能、大型車出入口、ルート、通信関連

機器、電源 

イ 部隊活動支援機能 

（支援部隊の現場活動支援機能） 

〇 現場活動の支援部隊の要員交替・宿泊機能 

〇 現場活動の支援部隊への資機材等の補給機能 

 

〇 

（要員交替等） 

〇 

（補給機能） 

駐車場、宿営可能スペース、上下水機

能、大型車出入口、ルート、通信関連

機器、電源 

ウ 災害医療活動支援機能 〇 災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）等の一時滞在、被災地への派遣等の機能 

〇 医療資機材・設備の確保・提供機能 

〇 負傷者の受入れ、トリアージの実施、応急処置等の機能 

 

〇 △ 

 

エ 広域医療搬送拠点機能 〇 災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）等の受入れ・後方支援拠点への派遣等の

機能 

〇 広域医療搬送拠点に設置する臨時医療施設（ＳＣＵ）機能 

〇 傷病者の県内外の病院への搬送機能 

 

〇 △ 

 

物 

オ 物資備蓄機能 

（平常時における物資・資機材の備蓄

機能） 

〇 飲食料品、生活用品等の備蓄機能 

〇 救援、避難者支援等に必要な資材・設備の備蓄機能 

〇 支援物資の一時保管機能 

 

〇 〇 

面積、耐荷重、大型車出入口、ルート 

カ 物資受入分配機能 

（支援物資の受入・分配機能） 

〇 支援物資の搬入、荷捌き機能 

〇 支援物資の被災地への配分機能 

〇 支援物資の一時保管機能 

 

〇 △ 

面積、耐荷重、大型車出入口、ルート、

通信関連機器 

キ ヘリ運用機能 

（ヘリコプター基地・展開機能） 

〇 ヘリコプターの整備・燃料補給機能 

〇 ヘリコプターの被災地への展開機能 

 

〇 

（基地機能） 

〇 

（展開機能） 

ヘリポート 

情

報 

ク 情報収集等機能 

（情報伝達収集機能） 

〇 現地情報、後方支援情報等の収集、災対本部への伝達（広域支援拠点） 

〇 現場情報の収集、災対本部等への伝達（後方支援拠点） 

 

〇 〇 

通信関連機器 

※ 〇：機能付与、△：サブ的に付与、―：付与しない 
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岩手県 広域防災拠点活用可能施設調査 カルテ
1.施設基本情報
名称 区分 市町村 耐荷重
所在地
施設所有者 施設管理者
敷地所有者 整備時期
構造 建築面積（㎡）
階数 地上 延べ面積（㎡）

地下 敷地面積（㎡）
駐車場 中型以下 大型

2.災害危険性等
2-1　災害時に継続的な利用が可能か、防災性が高いか
（1）県・市町村地域防災計画での位置づけ
位置づけの有無 補足情報

（2）大規模災害発生の危険性
1）地震災害（出店断層帯が動いた場合）の震度
2）地震災害（花巻断層帯が動いた場合）の震度
3）津波災害（東日本大震災の浸水区域）
4）河川氾濫区域
5）火山災害（岩手山）
6）火山災害（秋田駒ケ岳）

（3）施設の耐震化 （4）施設の耐浪化

（5）非常時の施設運営機能 1）電源 2）通信関連機器 3）上下水機能

３.設備の状況
（1）宿営可能スペース（ﾍﾞｰｽｷｬﾝﾌﾟ・荷捌き・屋内ｽﾍﾟｰｽ） （2）施設出入口の状況（大型車の出入り可否）

（3）駐車スペース （4）新規施設設置可能スペース（備蓄）

（5）ヘリポート （6）自衛隊・警察・消防などの集結場所かどうか

４.施設周辺状況
（1）近傍の主要機関への到達距離（km）
1）国の機関 2）県の機関
3）市町村の機関 4）電力機関
5）通信機関 6）医療機関
（2）最寄ICまでの主要ルート・代替ルートの状況

1）幅員 2）冬季通行止め 3）大型車通行規制

4）連続雨量通行止 5）新設・改良計画

6）最寄IC名 7）主要ルート距離(km) 8）主要ルート時間(分)

（3）花巻空港までの主要ルート・代替ルートの状況
1）幅員 2）冬季通行止め 3）大型車通行規制

4）連続雨量通行止 5）新設・改良計画

6）主要ルート距離(km) 7）主要ルート時間(分)

（4）最寄港湾までの主要ルート・代替ルートの状況
1）幅員 2）冬季通行止め 3）大型車通行規制

4）連続雨量通行止 5）新設・改良計画

6）最寄港湾名 7）主要ルート距離(km) 8）主要ルート時間(分)

（5）最寄ICまでの主要ルート・代替ルートの防災性
1）橋梁の耐震性 2）トンネルの耐震性

3）法面崩落対策等 4）除雪体制

（6）花巻空港までの主要ルート・代替ルートの防災性
1）橋梁の耐震性 2）トンネルの耐震性

3）法面崩落対策等 4）除雪体制

（7）最寄港湾までの主要ルート・代替ルートの防災性
1）橋梁の耐震性 2）トンネルの耐震性

3）法面崩落対策等 4）除雪体制

補足情報

補足情報

補足情報

補足情報

補足情報

補足情報

補足情報
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施設No.（カルテ） Page 1



5.施設位置図

※利用にあたってのゾーニング案も記載
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6.施設立地状況

宿営可能スペース（現在利用がない場所） 宿営可能スペース（現在利用がある場所）

新規施設設置可能スペース 宿営可能スペース（現在利用がある場所）

駐車場（代表的な場所） 駐車場（代表的な場所） ヘリポート 宿営可能スペース（現在利用がある場所）

駐車場（代表的な場所） 非常用電源設備 宿営可能スペース（現在利用がある場所）
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7.広域防災拠点への位置づけ可否等（案）

※広域防災拠点への位置づけが適当か、また、位置づける場合の運用にあたっての留意事項等を記載
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参考資料６ 

岩手県広域防災拠点活用可能施設調査業務委託仕様書（案） 

 

（適用範囲） 

第１条 この仕様書は、岩手県が実施する「岩手県広域防災拠点活用可能施設調査業務委

託」に適用する。 

 

（業務内容等） 

第２条 本業務の内容は、次のとおりとする。 

(１) 業務の目的 

平成 25 年度に岩手県が策定した「岩手県広域防災拠点配置計画」（以下「現計画」

という。）において指定する広域防災拠点の見直しに資するため、現計画で指定さ

れている広域防災拠点施設及び県内にある既存施設（国、県、市町村、民間が有す

る施設及び空地をいう。この条の(３)において同じ。）の広域防災拠点としての活

用可能性について調査するものである。 

(２) 業務の実施期間 

令和５年  月  日から令和６年２月 28 日までとする。 

(３) 調査対象施設 

県内にある既存施設の中から、別途岩手県が指定する 24 施設（以下「調査対象

施設」という。）とする。 

なお、市町村毎の調査対象施設数は、次の表に掲げるとおりである。 

エリア 市町村（施設数） 施設数合計 

県南部 平泉町（１）、一関市（５） ６施設 

沿岸部 洋野町（２）、久慈市（３）、普代村（１）、田野畑村（１）、

岩泉町（２）、宮古市（４）、山田町（１）、釜石市（１）、

大槌町（１）、陸前高田市（２） 

18 施設 

合計 24 施設 

(４) 業務の内容 

受託者が行う業務は、次のとおりとする。 

ア 調査対象施設等の状況調査 

(ア) １次選定 

受託者は、調査対象施設の状況について、現地調査及び資料調査並びに当該

調査対象施設の管理者等に対する聞取りにより、次の表の調査事項について調

査を行うものとする。 

調査対象施設毎の調査結果については、表形式にまとめた資料（以下「施設

カルテ」という。）を作成するものとし、施設カルテの様式は、岩手県と受託

者が調査実施前にあらかじめ協議して定めるものとする。 

なお、施設カルテには、調査対象施設の平面図（施設敷地を含むものとする。）、

調査対象施設の位置、主要交通結節点から調査対象施設までの主要経路等を記

した地図及び調査対象施設の写真（外観及び内部）を添付するものとする。 



また、調査の実施に当たり、岩手県は、受託者に対して、あらかじめ調査対

象施設の概要等を記載した資料を提供するほか、受託者の求めに応じ、岩手県

が保有し、受託者に提供が可能な資料を提供することがある。 

区分 調査事項 

１  施 設 基

本情報 

施設の名称、所在地、所有者及び管理者、構造等について整

理 

２  災 害 危

険性等 

(１) 立地地域における大規模災害発生の危険性 

ア 地震 

地震時に震度６弱以上の地域に立地し、かつ耐震設

計がなされていない、又は 1981 年以前に整備された施

設 

イ 津波 

浸水想定区域への立地有無 

ウ その他 

洪水浸水想定区域・土砂災害警戒区域への立地有無 

(２) 調査対象施設における防災対策 

調査対象施設における大規模災害発生に備えた対策

（計画）の内容（耐震化、耐浪化、自家発電設備等） 

 

３  設 備 の

状況 

(１) 敷地の状況（大型車が通行できる出入口の有無、自衛

隊等が宿営可能なスペースの有無・状況、駐車場の有無・

駐車可能台数、新規施設（備蓄倉庫等）設置可能スペー

スの有無・規模（面積）、ヘリポートの有無など） 

(２) インフラ整備状況（電力（引込線の有無）、通信（固定

回線引込の有無、携帯電話通話エリア内外等）、上下水道

（水道・簡易水道等の別、下水道・浄化槽の整備状況等） 

 

４  施 設 周

辺状況 

(１) 近傍の主要機関への到達距離 

ア 近傍にある行政機関（国・県・市町村）の位置及び

調査対象施設までの距離 

イ 近傍にある公共機関（電力・通信・病院）の位置及

び調査対象施設までの距離 

(２) 主要交通結節点（東北自動車道 IC、花巻空港、港湾）

から調査対象施設までの経路の状況 

(３) 主要・代替ルートとなる道路の状況 

(４) 主要・代替ルートとなる道路の防災性 

橋梁の耐震性等の現況・計画、トンネルの耐震性等の

現況・計画、法面崩落対策等の現況・計画、冬季におけ

る除雪体制 

 



(イ) ２次選定 

１次選定結果及び現計画において定める後方支援拠点（タイプＢ）の配置地

域に求められる要件等を総合的に勘案し、最終的な候補施設を抽出・提案する

ものとする。 

イ 調査対象施設の広域防災拠点としての運用イメージの提案 

(ア) 受託者は、現計画で想定する災害毎（地震災害、津波災害、火山災害）に、

どのように広域防災拠点を運用すれば機動的な災害応急対応を行うことがで

きるのかについて、広域防災拠点としての運用イメージを提案するものとする。 

(イ) 受託者は、上記イ(ア)による提案を資料（以下「運用イメージ図」という。）

にまとめるものとし、運用イメージ図の形式は、受託者が定め、岩手県の承諾

を得るものとする。 

ウ 岩手県広域防災拠点アドバイザー会議の資料作成及び説明 

(ア) 受託者は、上記ア、イの調査及び提案を基に、別途、岩手県が日時を定めて

開催する「岩手県広域防災拠点アドバイザー会議」に提出する資料（以下「ア

ドバイザー会議資料」という。）を作成し、会議に出席の上、必要に応じ説明

を行うものとする。 

(イ) アドバイザー会議資料の形式は、岩手県と受託者があらかじめ協議して定め

るものとする。 

エ 調査報告書の作成 

受託者は、次の事項を内容とする調査報告書を作成するものとする。 

(ア) 受託業務の概要 

(イ) 調査対象施設一覧（名称、所在地、設置者等を内容とした一覧） 

(ウ) 調査対象施設の位置を明示した地図 

(エ) 調査対象施設毎の施設カルテ 

(オ) 広域防災拠点としての運用イメージ図 

(カ) アドバイザー会議資料 

(キ) その他岩手県が必要と認める事項 

オ 業務スケジュール 

本業務のスケジュールは、次に掲げるとおりである。 

なお、現時点での想定であり、変更の可能性がある。 

５月～８月：現地調査及び資料調査並びに当該調査対象施設の管理者等に対する聞き

取り 

施設カルテ、中間報告書、アドバイザー会議資料作成 

９月：アドバイザー会議出席、説明 

10 月：各種再調査（必要な場合に限る）、最終報告書とりまとめ、運用イメー

ジ図作成 

11 月：アドバイザー会議出席、説明 

12 月～２月：実績整理 

 

 

（業務計画書） 



第３条 円滑かつ確実に業務を推進するため、受託者は具体的な活動予定内容を記載した

「広域防災拠点活用可能施設調査業務計画書」（様式は任意）を岩手県に提出し、両者協

議の上、活動内容を決定するものとする。 

 

（打合せ） 

第４条 本業務の実施に当たっては、岩手県と受託者は、業務着手時及び成果品納入時の

ほか、中間打合せを２回以上行うものとする。 

 

（成果品の提出） 

第５条 受託者は、岩手県に対して次に掲げる成果品を提出するものとする。 

(１) 調査報告書及び概要版（A4・カラー版） 20 部 

(２ ) 調査報告書及び概要版並びに本調査に係るデータ等を格納した電子ファイル

（CD-R 等） 一式 

 

（成果品等の所有権） 

第６条 成果品及び本調査に係る提出物については、全て岩手県の所有物とする。 

 

（調査状況等の報告） 

第７条 岩手県は、受託者に対して必要に応じて調査状況等について報告を求めることが

できるものとする。 

 

（その他） 

第８条 岩手県は、契約変更の必要があると認めるときは、その契約内容を受託者に通知

して履行期間又は業務委託料を変更することができる。 

 

（疑義） 

第９条 本仕様書に疑義が生じたとき又は記載のない事項については、岩手県と受託者で

協議の上、取扱を決定するものとする。 




